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第17回山階芳麿賞

日本イヌワシ研究会への贈呈を決定しました

山階芳麿賞
国内において鳥学及び鳥類保護に顕著な功績のあっ

た者（団体を含む）を讃え、わが国の鳥学の発展並び
に鳥類保護の振興に寄与することを目的として、平成
4（1992）年の山階鳥類研究所財団設立 50 周年を記
念して設けたのもです。賞の名称は、山階鳥類研究所
の創立者、山階芳麿博士の功績を記念しています（添
付資料をご参照ください）。

贈呈式について
第 17 回山階芳麿賞の贈呈式と受賞記念講演を、山

階鳥類研究所財団設立 70 周年記念シンポジウムと合
わせて下記日程で開催する予定です。詳細が決定しま
したら、改めてお知らせいたします。
【名称】第 17回山階芳麿賞贈呈式・受賞記念講演と
　　　　　　　　　　　記念シンポジウム（仮題）
【日付】平成 24（2012）年 9月 23 日（日）
【場所】有楽町朝日ホール
      東京都千代田区有楽町 2-5-1 有楽町マリオン 11F
【内容】
・贈呈式　　・記念シンポジウム

本件についてのお問い合せ先

（公財）山階鳥類研究所 広報主任：平岡考 

電話：04-7182-1101　FAX:04-7182-1106

第 17 回山階芳麿賞を日本イヌワシ研究会（会長：小澤俊樹氏）に贈呈することを決
定しましたのでお知らせいたします。山階芳麿賞は平成 4（1992）年から実施してい
ますが、団体への贈呈は今回が初めてです。

贈呈理由（添付資料参照）のあらましは、日本イヌ

ワシ研究会が、1981 年の発足以来、日本の野生動物

保全のシンボルというべきイヌワシについてきわめて

重要な科学的データを提供するとともに、生態的な知

見にもとづく保護上の実践を行い、普及啓発にも努め

てこられたことが、山階芳麿賞選考委員会により評価

されたものです。

巣にいるイヌワシの親子
（撮影：須藤一成氏（日本イヌワシ研究会））

※この資料に掲載した写真（デジタルデータ）をご希望の方は下記
までご連絡ください。

イヌワシ写真使用についてのお願い
使用に際しては，必ず下記クレジットを明記してください。
「撮影：須藤一成氏（日本イヌワシ研究会）」
また，下記目的以外の使用は二次使用（不正使用）とみなされ，損
害補償金が発生することがありますので注意してください。
トラブル防止のため，使用が済み次第，データを消去してください。
「使用目的：山階芳麿賞受賞に関する新聞・雑誌・テレビ報道およ
びネットニュース」

イヌワシ
Aquila chrysaetos  （タカ目タカ科）
天然記念物
絶滅危惧 IB 類（EN)（環境省レッドリスト（2006））
全長は 75 ～ 85cm、翼開長は 175 ～ 200cm、体

重は 3～ 5kg*。ユーラシア、アフリカ北部、北アメ
リカの平原から山地まで生息。日本には亜種japonica 
が北海道、本州、四国、九州に生息し、断崖の岩棚
で繁殖する。餌動物はノウサギ、ヤマドリ、ヘビ、
キツネ、テンなど **。
＊測定値・体重と、＊＊食性は日本イヌワシ研究会のウェブサイト
による。 平成 24（2012）年 4月 1日「財団法人山階鳥類研究所」は

「公益財団法人山階鳥類研究所」に名称を変更いたしました。
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